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一
九
六
〇
年
代
刊
行
の
少
年
少
女
向
近
代
文
学
叢
書
は
、
当
初
の
作
家
中
心
の
巻
構
成
・
国
語
教
育
と
の
親
和
性
が
強
い
傾
向
か
ら
、（
長
編
）
作
品
中
心
の
巻
構
成
・
課
外
の
教
養
形
成
と
し
て
の
読
書

と
い
っ
た
傾
向
へ
の
変
遷
が
伺
え
た
。
そ
れ
に
対
し
一
九
八
五
年
に
刊
行
開
始
さ
れ
た
講
談
社
「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
は
、
印
刷
技
術
の
進
展
の
中
で
傍
注
を
施
す
な
ど
新
た
な
工
夫
も
見
せ
つ
つ
、
と

く
に
巻
構
成
に
お
い
て
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
表
題
な
ど
外
側
か
ら
窺
え
る
の
は
従
来
の
「
規
範
」
に
近
い
「
近
代
文
学
」
の
様
相
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
収
録
さ
れ
た
作
品
の
作
家
数
は
そ
の
六
割
増
し
に

上
る
。
ま
た
収
録
作
家
は
生
年
を
考
慮
す
る
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
よ
り
は
時
代
の
流
れ
を
意
識
し
た
括
ら
れ
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
八
〇
年
代
ま
で
の
研
究
成
果
を
活
か
し
た
も
の
と
言
え
る

が
、
そ
の
一
方
、
表
面
に
は
そ
れ
が
現
れ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
近
代
文
学
の
「
規
範
」
が
い
わ
ば
複
層
化
し
て
い
る
。
今
世
紀
に
再
編
集
版
が
出
て
い
る
こ
と
も
含
め
、「
文
学
」
の
現
在
の
問
題
と
し
て
考

慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
児
童
文
学(children’s literature

）　
叢
書
（collection

）　
少
年
少
女
（boys and girls

）　
近
代
文
学
（m

odern literature

）　
規
範
（canon

）

　
　
　
　
　
一

　「
現
代
児
童
文
学
」
の
出
発
期
か
ら
発
展
期
に
あ
た
る
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
刊
行

開
始
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
少
年
少
女
向
け
叢
書
に
お
い
て
、「
日
本
近
代
文
学
」
の
「
規
範
」
の

確
立
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
近
年
の
追
究
に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
き
た
。（『
千
葉
大
学
教
育
学
部

研
究
紀
要
』
第
六
五
巻
、
六
六
巻
一
号
、
同
巻
二
号
、
六
七
巻
所
収
の
小
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。）

そ
の
際
、
作
家
中
心
の
巻
構
成
・
国
語
教
育
と
の
親
和
性
が
強
い
傾
向
か
ら
、（
長
編
）
作
品
中

心
の
巻
構
成
・
課
外
の
教
養
形
成
と
し
て
の
読
書
と
い
っ
た
傾
向
へ
の
変
遷
も
伺
え
た
。で
は
、「
現

代
児
童
文
学
」
の
転
換
期
と
言
え
る
一
九
八
〇
年
代
に
は
、果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
「
近
代
文
学
」

の
叢
書
が
登
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」（
講
談
社
）
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
に

刊
行
開
始
さ
れ
、当
初
は
二
四
巻
、後
に
六
巻
が
追
加
さ
れ
、八
八
年
ま
で
に
合
計
三
〇
巻
と
な
っ

た
同
叢
書
は
、
日
本
の
「
近
代
文
学
」
を
、
い
か
な
る
編
集
方
針
の
も
と
に
「
少
年
少
女
」
読
者

に
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
造
本
を
含
め
た
編
集
・
刊
行
の
状
況
と
叢
書
収
録
の

書
目
を
あ
わ
せ
て
概
観
す
る
中
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、
同
叢
書
が
今

世
紀
に
入
り
「
２
１
世
紀
版
　
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
と
し
て
若
干
の
変
更
を
経
て
再
刊
さ
れ

た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、近
代
文
学
の
「
規
範
」
化
の
内
実
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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二

　
　
　（
一
）

　
検
証
す
べ
き
叢
書
を
取
り
上
げ
る
よ
り
前
に
、
ま
ず
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
児
童
文
学
状
況
や

関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
文
学
・
文
化
状
況
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
一
九
七
八
年
お
よ
び
八
〇
年
を
、「
現
代
児
童
文
学
」
の
転
換
の
時
期
と
み
な
す
の
は
、
た
と

え
ば
石
井
直
人
「
現
代
児
童
文
学
の
条
件
」（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
日
本
の
児
童
文
学
４
　

現
代
児
童
文
学
の
可
能
性
』、
東
京
書
籍
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
す

で
に
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
日
本
児
童
文
学
』
七
八
年
五

月
号
の
「
タ
ブ
ー
の
崩
壊
」
特
集
、
八
〇
年
の
ア
リ
エ
ス
『〈
子
供
〉
の
誕
生
』
の
邦
訳
刊
行
を

挙
げ
て
お
く
。
同
時
期
は
ま
た
、
児
童
書
出
版
事
情
に
変
化
が
生
じ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
幼
年
童
話
が
、
八
〇
ペ
ー
ジ
前
後
か
つ
カ
ラ
ー
挿
絵
が
相
当
量
掲
載
さ
れ
た
一
話
一
冊
の
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
た
り
、
科
学
絵
本
を
中
心
に
写
真
絵
本
が
増
加
し
た
り
し
た
。
八
〇
年
に
刊
行

さ
れ
、
そ
の
後
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
矢
玉
四
郎
『
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
』（
岩
崎
書
店
）
も
、

主
人
公
が
作
中
で
鉛
筆
で
日
記
を
書
い
た
の
ち
に
消
し
ゴ
ム
で
消
し
た
文
字
の
か
す
れ
具
合
が
、

絵
で
示
さ
れ
た
個
所
な
ど
は
、
そ
の
時
期
に
な
っ
て
可
能
に
な
っ
た
印
刷
技
術
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
印
刷
の
デ
ジ
タ
ル
化
進
行
に
伴
っ
た
変
化
は
、
そ
れ
な
り
に

児
童
書
出
版
全
体
の
編
集
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
印
刷
技
術
の
進
展
は
ま
た
、
一
般
向
け
書
物
で
も
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
叢
書
を
生
ん
だ
。

一
九
七
六
年
刊
行
開
始
の
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
は
、
古
典
の
本
文
の
す
ぐ
わ
き
に
セ
ピ
ア
色

で
現
代
語
訳
が
注
と
し
て
つ
く
四
六
判
と
い
う
斬
新
な
も
の
で
、従
来
の
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」

（
岩
波
書
店
）
や
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」（
小
学
館
）
の
重
厚
で
地
味
な
版
面
と
は
大
い
に
異
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。

　
文
学
や
文
化
の
内
容
面
で
い
え
ば
、
児
童
文
学
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
文
学
・
文
化
に
関
し
て

も
、
同
時
期
が
あ
る
種
の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
南
信
長
『
１
９
７
９
年
の
奇
跡
―

―
ガ
ン
ダ
ム
・
Ｙ
Ｍ
Ｏ
・
村
上
春
樹
』（
文
春
新
書
、
二
〇
一
九
）
な
ど
で
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
八
〇
年
代
に
、
講
談
社
は
、
装
幀
な
ど
で
共
通
性
の
あ
る
複
数
の
「
少
年
少
女
」
向

け
叢
書
を
刊
行
し
て
い
っ
た
。
次
に
、
そ
れ
ら
を
概
括
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　（
二
）

　
講
談
社
か
ら
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
「
少
年
少
女
」
を
冠
す
る
文
学
叢
書
は
、
四

つ
あ
る
。「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」（
当
初
二
四
巻
＋
六
巻
＝
三
〇
巻
、
八
五
～
八
八
年
）、「
少

年
少
女
世
界
文
学
館
」（
二
四
巻
、
八
六
～
八
九
年
）、「
少
年
少
女
伝
記
文
学
館
」（
二
四
巻
、

八
七
～
九
一
年
）、「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」（
企
画
は
二
六
巻
、刊
行
は
二
五
巻
、九
一
～
九
五
年
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
の
巻
数
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
本
来
は

井
上
ひ
さ
し
に
よ
る
現
代
語
訳
の
「
忠
臣
蔵
」
が
第
一
九
巻
と
な
る
べ
き
予
定
で
あ
っ
た
が
結
局

刊
行
さ
れ
ず
、
そ
の
後
の
増
刷
の
際
に
は
当
該
巻
が
刊
行
中
止
と
な
っ
た
旨
が
巻
末
の
一
覧
に
記

載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
叢
書
の
巻
数
も
近
似
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
は
外
見

が
よ
く
似
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
関
連
す
る
叢
書
と
し
て
企
画
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
四
つ
の
叢
書
の
う
ち
、最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」で
あ
る
。以
下
に
、

凡
例
に
相
当
す
る
も
の
を
示
す
。

　
◆
　
こ
の
本
の
本
文
表
記
に
つ
い
て

　
　
●
現
代
か
な
づ
か
い
、
現
代
送
り
が
な
を
使
用
し
た
。

　
　
● 

極
端
な
充
て
字
と
思
わ
れ
る
も
の
、
ま
た
代
名
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
な
ど
の
う
ち
原
文
を

損
う
お
そ
れ
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
か
な
に
あ
ら
た
め
た
。

　
　
● 

本
文
は
総
ル
ビ
と
し
、
む
ず
か
し
い
語
句
や
事
項
に
は
、
小
さ
な
字
で
注
を
加
え
た
。
注

と
本
文
ル
ビ
が
重
な
る
場
合
は
ル
ビ
を
と
っ
た
。
た
だ
し
、
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

に
は
、
左
側
に
ル
ビ
を
そ
え
た
。

　
　
● 

さ
ら
に
説
明
を
必
要
と
す
る
語
句
や
事
項
に
は
、
＊
を
つ
け
イ
ラ
ス
ト
や
く
わ
し
い
注
を

つ
け
加
え
た
。（
引
用
者
注
、
＊
は
原
文
で
は
赤
色
）

　
凡
例
全
体
の
書
き
方
か
ら
し
て
、
ひ
ら
が
な
が
多
く
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
て
い
る
様
子
が
窺

え
る
。
ま
た
三
項
で
は
、「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
と
同
様
の
傍
注
に
言
及
し
て
い
る
が
、
実
際

に
セ
ピ
ア
色
を
使
用
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
項
で
は
イ
ラ
ス
ト

も
含
め
た
頭
注
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
な
ど
で
す
で
に

用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
を
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
般
の
読
者
に
「
古
典
文
学
」
が

わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
た
め
取
ら
れ
た
方
法
が
、
少
年
少
女
読
者
に
「
近
代
文
学
」
が
わ
か
り
に

く
く
な
っ
た
た
め
に
、
流
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
来
の
偕
成
社
や
ポ
プ
ラ
社
の
少
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年
少
女
向
け
近
代
文
学
叢
書
で
も
、
わ
か
り
に
く
い
語
句
の
意
味
は
本
文
末
に
後
注
の
か
た
ち
で

付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ち
い
ち
ペ
ー
ジ
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
の
な
い
、
そ
の
場
で
語

句
を
理
解
し
や
す
い
こ
の
新
し
い
方
法
の
選
択
は
、
と
り
つ
き
に
く
い
内
容
で
あ
れ
ば
こ
そ
求
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
少
年
少
女
読
者
に
と
っ
て
、
古
典
文
学
は
言
う
に
及
ば
ず
、

日
本
の
近
代
文
学
も
ま
た
、
な
じ
み
の
薄
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
手
厚
い
編
集
方
針
が
功
を
奏
し
て
か
、
本
叢
書
は
当
初
予
定
か
ら
増
巻

し
、
結
局
三
〇
巻
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
は
こ
の
う
ち
二
〇
巻
を
、

多
少
の
内
容
修
正
と
装
幀
の
変
更
を
施
し
て
、「
２
１
世
紀
版
　
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
と
し

て
刊
行
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
と
「
少
年
少
女
世
界
文
学
館
」
は
、

八
〇
年
代
の
刊
行
冊
数
と
変
わ
ら
ぬ
巻
数
で
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
翌
年

に
か
け
て
、
同
様
に
「
２
１
世
紀
版
～
」
と
銘
打
ち
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
伝
記
ジ
ャ
ン
ル
が
外

れ
た
の
は
、
こ
の
二
十
年
の
間
に
、
そ
れ
が
広
く
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
包
含
さ
れ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
関
連
叢
書
の
検
討
に
つ
い
て
は
、別
の
機
会
を
待
ち
た
い
。

　
さ
て
、
一
九
八
〇
年
は
、「
近
代
文
学
」
と
い
う
よ
り
「
現
代
文
学
」
の
時
代
で
あ
る
。
た
と

え
ば
七
六
年
に
『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』（
講
談
社
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
村
上
龍
が
『
コ

イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
・
ベ
イ
ビ
ー
ズ
』（
同
）
を
刊
行
し
、
七
九
年
に
『
風
の
歌
を
聴
け
』（
同
）
で
デ

ビ
ュ
ー
し
た
村
上
春
樹
が
『
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』（
同
）
を
刊
行
し
た
年
で
あ
る
と
い

え
ば
、
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
、
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
、少
年
少
女
た
ち
に
手
渡
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
叢
書
の
「
外
見
」
と
「
内
実
」

を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
三

　「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
の
巻
末
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
編
集
企
画
―
―
日
本
芸
術
院
会
員
　
井
上
　
靖
／
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
　
小
田
切
　
進

　
編
集
協
力
―
―
日
本
近
代
文
学
館

　
な
お
、
第
二
三
巻
と
二
四
巻
の
「
現
代
児
童
文
学
傑
作
選
」
に
つ
い
て
は
佐
藤
さ
と
る
と
古
田

足
日
が
、
ま
た
三
〇
巻
に
つ
い
て
は
井
出
孫
六
が
収
録
作
品
の
選
者
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
多
く
の
巻
で
は
、
本
文
注
釈
と
し
て
小
田
切
進
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
―
―
こ
の
叢
書
は
、
実
質
的
に
は
、
小

田
切
進
が
、
理
事
長
を
務
め
る
日
本
近
代
文
学
館
の
ス
タ
ッ
フ
や
資
料
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

児
童
文
学
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
を
除
き
、
近
代
文
学
か
ら
現
代
文
学
ま

で
全
体
の
構
成
に
目
配
り
を
し
た
も
の
だ
、
と
。
も
ち
ろ
ん
、
商
業
出
版
で
あ
る
た
め
、
発
行
元

の
要
請
を
受
け
入
れ
た
部
分
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
各
巻
の
収
録
作
品
や
配
列
な
ど
は
、
基
本
的
に

小
田
切
の
考
え
に
よ
る
も
の
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
全
体
と
し
て
、
明
治
期
の
早
い
段
階
の
作
品
か
ら
時
代
を
下
っ
て
い
く
の
は
、
従
来
の
作
家
中

心
の
叢
書
と
同
様
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
二
作
家
に
よ
る
二
作
品
を
表
題
に
掲
げ
て
い
る
の
は
、

一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
表
題
が
一
作
品
の
み
な
の
は
、基
本
的
に
は
長
編
の
作
品
だ
が
、

実
際
に
も
一
作
品
収
録
の
み
な
の
は
第
一
六
、一
八
巻
と
増
巻
後
の
第
二
五
～
二
八
巻
で
あ
り
、

第
二
、一
〇
、一
三
巻
に
は
同
著
者
に
よ
る
短
編
が
併
載
さ
れ
て
い
る
。

　
二
作
家
の
二
作
品
が
表
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
作
家
の
他
の
作
品
も
収
録
さ
れ
て

い
る
の
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
だ
が
、
実
は
こ
の
叢
書
の
場
合
、「
表
題
に
は
見
え
て
い
な

い
作
家
」
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
が
、
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、「
中
ト
ビ
ラ
に
は
、

名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
家
」
も
い
る
が
、「
目
次
で
初
め
て
収
録
が
わ
か
る
作
家
」
も
存
在

す
る
。
以
下
、
本
稿
末
の
一
覧
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。「
著
者
」
名
の
欄
で
何
も
印
が
な
い
の

が
表
題
に
記
載
さ
れ
た
作
家
で
あ
る
が
、下
線
を
引
い
た
の
が
前
者
の
「
中
ト
ビ
ラ
」
組
で
あ
り
、

マ
ル
カ
ッ
コ
で
示
し
た
の
が
後
者
の
「
目
次
」
組
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
「
見
え
に
く
い
」

作
家
た
ち
の
収
録
作
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、次
の
節
で
、

特
に
目
立
つ
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
全
体
の
巻
構
成
で
い
う
と
、
前
述
の
よ
う
に
明
治
期
か
ら
時
代
を
下
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
番
号
の
若
い
巻
で
詩
歌
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
、
児
童
文
学
の
作
品
を
あ
る
程
度

固
め
て
入
れ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
現
代
児
童
文
学
に
つ
い
て
は
二
巻
の
短
編
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と

し
て
い
る
こ
と
、
表
題
か
ら
は
第
二
一
、二
二
巻
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
の

作
品
収
録
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
ま
た
、
後
続
の
六
巻
に
つ
い
て
は
、
長
編
を

主
体
に
し
て
お
り
、
従
来
の
少
年
少
女
向
け
近
代
文
学
叢
書
で
お
な
じ
み
で
あ
っ
た
下
村
湖
人
と

夏
目
漱
石
に
加
え
、
戦
後
の
三
島
由
紀
夫
を
選
択
し
た
こ
と
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
作
品
傾
向
と
し
て
い

え
ば
、
小
川
未
明
や
宮
沢
賢
治
の
作
品
群
を
除
け
ば
、
概
し
て
日
常
的
な
作
品
が
収
録
対
象
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
考
え
て
み
れ
ば
従
来
の
叢
書
も
、
た
と
え
ば
泉
鏡

複層化した近代文学の「規範」 　―講談社「少年少女日本文学館」の企て―
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二

　
　
　（
一
）

　
検
証
す
べ
き
叢
書
を
取
り
上
げ
る
よ
り
前
に
、
ま
ず
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
児
童
文
学
状
況
や

関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
文
学
・
文
化
状
況
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
一
九
七
八
年
お
よ
び
八
〇
年
を
、「
現
代
児
童
文
学
」
の
転
換
の
時
期
と
み
な
す
の
は
、
た
と

え
ば
石
井
直
人
「
現
代
児
童
文
学
の
条
件
」（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
日
本
の
児
童
文
学
４
　

現
代
児
童
文
学
の
可
能
性
』、
東
京
書
籍
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
す

で
に
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
日
本
児
童
文
学
』
七
八
年
五

月
号
の
「
タ
ブ
ー
の
崩
壊
」
特
集
、
八
〇
年
の
ア
リ
エ
ス
『〈
子
供
〉
の
誕
生
』
の
邦
訳
刊
行
を

挙
げ
て
お
く
。
同
時
期
は
ま
た
、
児
童
書
出
版
事
情
に
変
化
が
生
じ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
幼
年
童
話
が
、
八
〇
ペ
ー
ジ
前
後
か
つ
カ
ラ
ー
挿
絵
が
相
当
量
掲
載
さ
れ
た
一
話
一
冊
の
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
た
り
、
科
学
絵
本
を
中
心
に
写
真
絵
本
が
増
加
し
た
り
し
た
。
八
〇
年
に
刊
行

さ
れ
、
そ
の
後
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
矢
玉
四
郎
『
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
』（
岩
崎
書
店
）
も
、

主
人
公
が
作
中
で
鉛
筆
で
日
記
を
書
い
た
の
ち
に
消
し
ゴ
ム
で
消
し
た
文
字
の
か
す
れ
具
合
が
、

絵
で
示
さ
れ
た
個
所
な
ど
は
、
そ
の
時
期
に
な
っ
て
可
能
に
な
っ
た
印
刷
技
術
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
印
刷
の
デ
ジ
タ
ル
化
進
行
に
伴
っ
た
変
化
は
、
そ
れ
な
り
に

児
童
書
出
版
全
体
の
編
集
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
印
刷
技
術
の
進
展
は
ま
た
、
一
般
向
け
書
物
で
も
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
叢
書
を
生
ん
だ
。

一
九
七
六
年
刊
行
開
始
の
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
は
、
古
典
の
本
文
の
す
ぐ
わ
き
に
セ
ピ
ア
色

で
現
代
語
訳
が
注
と
し
て
つ
く
四
六
判
と
い
う
斬
新
な
も
の
で
、従
来
の
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」

（
岩
波
書
店
）
や
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」（
小
学
館
）
の
重
厚
で
地
味
な
版
面
と
は
大
い
に
異
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。

　
文
学
や
文
化
の
内
容
面
で
い
え
ば
、
児
童
文
学
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
文
学
・
文
化
に
関
し
て

も
、
同
時
期
が
あ
る
種
の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
南
信
長
『
１
９
７
９
年
の
奇
跡
―

―
ガ
ン
ダ
ム
・
Ｙ
Ｍ
Ｏ
・
村
上
春
樹
』（
文
春
新
書
、
二
〇
一
九
）
な
ど
で
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
八
〇
年
代
に
、
講
談
社
は
、
装
幀
な
ど
で
共
通
性
の
あ
る
複
数
の
「
少
年
少
女
」
向

け
叢
書
を
刊
行
し
て
い
っ
た
。
次
に
、
そ
れ
ら
を
概
括
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　（
二
）

　
講
談
社
か
ら
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
「
少
年
少
女
」
を
冠
す
る
文
学
叢
書
は
、
四

つ
あ
る
。「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」（
当
初
二
四
巻
＋
六
巻
＝
三
〇
巻
、
八
五
～
八
八
年
）、「
少

年
少
女
世
界
文
学
館
」（
二
四
巻
、
八
六
～
八
九
年
）、「
少
年
少
女
伝
記
文
学
館
」（
二
四
巻
、

八
七
～
九
一
年
）、「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」（
企
画
は
二
六
巻
、刊
行
は
二
五
巻
、九
一
～
九
五
年
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
の
巻
数
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
本
来
は

井
上
ひ
さ
し
に
よ
る
現
代
語
訳
の
「
忠
臣
蔵
」
が
第
一
九
巻
と
な
る
べ
き
予
定
で
あ
っ
た
が
結
局

刊
行
さ
れ
ず
、
そ
の
後
の
増
刷
の
際
に
は
当
該
巻
が
刊
行
中
止
と
な
っ
た
旨
が
巻
末
の
一
覧
に
記

載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
叢
書
の
巻
数
も
近
似
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
は
外
見

が
よ
く
似
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
関
連
す
る
叢
書
と
し
て
企
画
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
四
つ
の
叢
書
の
う
ち
、最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」で
あ
る
。以
下
に
、

凡
例
に
相
当
す
る
も
の
を
示
す
。

　
◆
　
こ
の
本
の
本
文
表
記
に
つ
い
て

　
　
●
現
代
か
な
づ
か
い
、
現
代
送
り
が
な
を
使
用
し
た
。

　
　
● 

極
端
な
充
て
字
と
思
わ
れ
る
も
の
、
ま
た
代
名
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
な
ど
の
う
ち
原
文
を

損
う
お
そ
れ
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
か
な
に
あ
ら
た
め
た
。

　
　
● 

本
文
は
総
ル
ビ
と
し
、
む
ず
か
し
い
語
句
や
事
項
に
は
、
小
さ
な
字
で
注
を
加
え
た
。
注

と
本
文
ル
ビ
が
重
な
る
場
合
は
ル
ビ
を
と
っ
た
。
た
だ
し
、
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

に
は
、
左
側
に
ル
ビ
を
そ
え
た
。

　
　
● 

さ
ら
に
説
明
を
必
要
と
す
る
語
句
や
事
項
に
は
、
＊
を
つ
け
イ
ラ
ス
ト
や
く
わ
し
い
注
を

つ
け
加
え
た
。（
引
用
者
注
、
＊
は
原
文
で
は
赤
色
）

　
凡
例
全
体
の
書
き
方
か
ら
し
て
、
ひ
ら
が
な
が
多
く
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
て
い
る
様
子
が
窺

え
る
。
ま
た
三
項
で
は
、「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
と
同
様
の
傍
注
に
言
及
し
て
い
る
が
、
実
際

に
セ
ピ
ア
色
を
使
用
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
項
で
は
イ
ラ
ス
ト

も
含
め
た
頭
注
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
な
ど
で
す
で
に

用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
を
参
照
し
た
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
般
の
読
者
に
「
古
典
文
学
」
が

わ
か
り
に
く
く
な
っ
た
た
め
取
ら
れ
た
方
法
が
、
少
年
少
女
読
者
に
「
近
代
文
学
」
が
わ
か
り
に

く
く
な
っ
た
た
め
に
、
流
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
来
の
偕
成
社
や
ポ
プ
ラ
社
の
少
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年
少
女
向
け
近
代
文
学
叢
書
で
も
、
わ
か
り
に
く
い
語
句
の
意
味
は
本
文
末
に
後
注
の
か
た
ち
で

付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ち
い
ち
ペ
ー
ジ
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
の
な
い
、
そ
の
場
で
語

句
を
理
解
し
や
す
い
こ
の
新
し
い
方
法
の
選
択
は
、
と
り
つ
き
に
く
い
内
容
で
あ
れ
ば
こ
そ
求
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
少
年
少
女
読
者
に
と
っ
て
、
古
典
文
学
は
言
う
に
及
ば
ず
、

日
本
の
近
代
文
学
も
ま
た
、
な
じ
み
の
薄
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
手
厚
い
編
集
方
針
が
功
を
奏
し
て
か
、
本
叢
書
は
当
初
予
定
か
ら
増
巻

し
、
結
局
三
〇
巻
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
は
こ
の
う
ち
二
〇
巻
を
、

多
少
の
内
容
修
正
と
装
幀
の
変
更
を
施
し
て
、「
２
１
世
紀
版
　
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
と
し

て
刊
行
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
と
「
少
年
少
女
世
界
文
学
館
」
は
、

八
〇
年
代
の
刊
行
冊
数
と
変
わ
ら
ぬ
巻
数
で
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
翌
年

に
か
け
て
、
同
様
に
「
２
１
世
紀
版
～
」
と
銘
打
ち
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
伝
記
ジ
ャ
ン
ル
が
外

れ
た
の
は
、
こ
の
二
十
年
の
間
に
、
そ
れ
が
広
く
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
包
含
さ
れ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
関
連
叢
書
の
検
討
に
つ
い
て
は
、別
の
機
会
を
待
ち
た
い
。

　
さ
て
、
一
九
八
〇
年
は
、「
近
代
文
学
」
と
い
う
よ
り
「
現
代
文
学
」
の
時
代
で
あ
る
。
た
と

え
ば
七
六
年
に
『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』（
講
談
社
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
村
上
龍
が
『
コ

イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
・
ベ
イ
ビ
ー
ズ
』（
同
）
を
刊
行
し
、
七
九
年
に
『
風
の
歌
を
聴
け
』（
同
）
で
デ

ビ
ュ
ー
し
た
村
上
春
樹
が
『
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』（
同
）
を
刊
行
し
た
年
で
あ
る
と
い

え
ば
、
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
、
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
、少
年
少
女
た
ち
に
手
渡
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
叢
書
の
「
外
見
」
と
「
内
実
」

を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
三

　「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
の
巻
末
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
編
集
企
画
―
―
日
本
芸
術
院
会
員
　
井
上
　
靖
／
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
　
小
田
切
　
進

　
編
集
協
力
―
―
日
本
近
代
文
学
館

　
な
お
、
第
二
三
巻
と
二
四
巻
の
「
現
代
児
童
文
学
傑
作
選
」
に
つ
い
て
は
佐
藤
さ
と
る
と
古
田

足
日
が
、
ま
た
三
〇
巻
に
つ
い
て
は
井
出
孫
六
が
収
録
作
品
の
選
者
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
多
く
の
巻
で
は
、
本
文
注
釈
と
し
て
小
田
切
進
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
―
―
こ
の
叢
書
は
、
実
質
的
に
は
、
小

田
切
進
が
、
理
事
長
を
務
め
る
日
本
近
代
文
学
館
の
ス
タ
ッ
フ
や
資
料
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

児
童
文
学
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
を
除
き
、
近
代
文
学
か
ら
現
代
文
学
ま

で
全
体
の
構
成
に
目
配
り
を
し
た
も
の
だ
、
と
。
も
ち
ろ
ん
、
商
業
出
版
で
あ
る
た
め
、
発
行
元

の
要
請
を
受
け
入
れ
た
部
分
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
各
巻
の
収
録
作
品
や
配
列
な
ど
は
、
基
本
的
に

小
田
切
の
考
え
に
よ
る
も
の
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
全
体
と
し
て
、
明
治
期
の
早
い
段
階
の
作
品
か
ら
時
代
を
下
っ
て
い
く
の
は
、
従
来
の
作
家
中

心
の
叢
書
と
同
様
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
二
作
家
に
よ
る
二
作
品
を
表
題
に
掲
げ
て
い
る
の
は
、

一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
表
題
が
一
作
品
の
み
な
の
は
、基
本
的
に
は
長
編
の
作
品
だ
が
、

実
際
に
も
一
作
品
収
録
の
み
な
の
は
第
一
六
、一
八
巻
と
増
巻
後
の
第
二
五
～
二
八
巻
で
あ
り
、

第
二
、一
〇
、一
三
巻
に
は
同
著
者
に
よ
る
短
編
が
併
載
さ
れ
て
い
る
。

　
二
作
家
の
二
作
品
が
表
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
作
家
の
他
の
作
品
も
収
録
さ
れ
て

い
る
の
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
だ
が
、
実
は
こ
の
叢
書
の
場
合
、「
表
題
に
は
見
え
て
い
な

い
作
家
」
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
が
、
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、「
中
ト
ビ
ラ
に
は
、

名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
家
」
も
い
る
が
、「
目
次
で
初
め
て
収
録
が
わ
か
る
作
家
」
も
存
在

す
る
。
以
下
、
本
稿
末
の
一
覧
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。「
著
者
」
名
の
欄
で
何
も
印
が
な
い
の

が
表
題
に
記
載
さ
れ
た
作
家
で
あ
る
が
、下
線
を
引
い
た
の
が
前
者
の
「
中
ト
ビ
ラ
」
組
で
あ
り
、

マ
ル
カ
ッ
コ
で
示
し
た
の
が
後
者
の
「
目
次
」
組
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
「
見
え
に
く
い
」

作
家
た
ち
の
収
録
作
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、次
の
節
で
、

特
に
目
立
つ
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
全
体
の
巻
構
成
で
い
う
と
、
前
述
の
よ
う
に
明
治
期
か
ら
時
代
を
下
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
番
号
の
若
い
巻
で
詩
歌
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
、
児
童
文
学
の
作
品
を
あ
る
程
度

固
め
て
入
れ
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
現
代
児
童
文
学
に
つ
い
て
は
二
巻
の
短
編
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と

し
て
い
る
こ
と
、
表
題
か
ら
は
第
二
一
、二
二
巻
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
の

作
品
収
録
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
ま
た
、
後
続
の
六
巻
に
つ
い
て
は
、
長
編
を

主
体
に
し
て
お
り
、
従
来
の
少
年
少
女
向
け
近
代
文
学
叢
書
で
お
な
じ
み
で
あ
っ
た
下
村
湖
人
と

夏
目
漱
石
に
加
え
、
戦
後
の
三
島
由
紀
夫
を
選
択
し
た
こ
と
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
作
品
傾
向
と
し
て
い

え
ば
、
小
川
未
明
や
宮
沢
賢
治
の
作
品
群
を
除
け
ば
、
概
し
て
日
常
的
な
作
品
が
収
録
対
象
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
考
え
て
み
れ
ば
従
来
の
叢
書
も
、
た
と
え
ば
泉
鏡
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花
と
い
っ
た
幻
想
文
学
の
作
家
は
対
象
に
し
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
少
年
少
女
向
け
の
教

養
形
成
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
、
そ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
は
と
く
に
、「
規
範
」
か
ら
外
れ
る
も
の

と
い
う
捉
え
方
が
根
強
く
存
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
各
巻
に
は
、
収
録
作
家
に
関
わ
る
グ
ラ
ビ
ア
、
解
説
、
随
筆
、
略
年
譜
、
収
録
作
品
の
底
本
の

明
記
が
含
ま
れ
る
。
解
説
・
随
筆
の
執
筆
者
は
、
一
覧
に
載
せ
た
。
解
説
は
基
本
的
に
近
代
文
学

研
究
者
や
文
芸
評
論
家
が
担
当
し
て
い
る
が
、
従
来
の
叢
書
と
異
な
り
、
巻
ご
と
に
執
筆
者
が
選

ば
れ
て
お
り
、
後
続
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
で
小
田
切
進
が
、「
潮
騒
」
で
三
好
行
雄
が
二
回

目
の
担
当
を
し
て
い
る
以
外
、
複
数
巻
担
当
者
は
い
な
い
。
随
筆
の
ほ
う
は
、
か
な
り
幅
広
く
作

家
や
詩
人
、
評
論
家
な
ど
が
担
当
し
て
お
り
、
文
体
も
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
な
お
、
各
巻
に
は

八
ペ
ー
ジ
だ
て
の
「
読
書
指
導
の
し
お
り
」
と
い
う
別
刷
が
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
は
日

本
文
学
教
育
連
盟
の
常
任
委
員
が
執
筆
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
体
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
冊

子
で
あ
る
た
め
、
本
体
の
み
に
接
す
る
な
ら
ば
、
国
語
教
育
と
の
関
連
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
、

と
言
っ
て
よ
い
。
作
家
中
心
の
巻
の
割
り
振
り
で
あ
り
つ
つ
も
、
か
つ
て
の
あ
か
ね
書
房
や
偕
成

社
の
作
家
名
明
記
の
叢
書
と
は
異
な
り
、
課
外
の
気
ま
ま
な
読
書
に
向
く
よ
う
な
造
り
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
叢
書
全
体
と
し
て
の
一
貫
し
た
編
集
の
傾
向
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
作
家
た

ち
を
い
か
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
か
と
い
う
点
の
意
識
が
明
確
に
窺
え
る
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
こ
に
、「
表
題
に
は
見
え
て
い
な
い
作
家
」
の
作
品
収
録
も
、関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
そ
れ
ら
の
作
家
た
ち
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
編
集
傾
向
に
話
を
す
す
め
る
こ
と
に
し 

た
い
。

　
　
　
　
　
四

　
全
体
で
三
〇
巻
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
続
の
巻
は
長
編
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
当
面
は
第
二
四

巻
ま
で
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
詩
歌
と
現
代
児
童
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
三
巻
を
除
い
た
計
二
一
巻
で
、
表
題
に
示
さ
れ
た
作
家
は
全
部
で
三
四
人
で
あ
る
。
そ
の
一

方
、
先
の
略
記
で
い
う
な
ら
「
中
ト
ビ
ラ
」
組
は
七
巻
に
わ
た
り
八
人
、「
目
次
」
組
は
六
巻
に

わ
た
り
十
九
人
を
数
え
る
。
つ
ま
り
、
表
紙
を
見
た
だ
け
で
は
収
録
さ
れ
て
い
る
と
は
わ
か
ら
な

い
作
家
が
、
収
録
作
家
全
体
の
四
割
強
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
、三
、四
、五
、九

巻
に
つ
い
て
は
、
中
ト
ビ
ラ
組
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
あ
り
、
表
紙
に
は
全
員
を
記
載
す
る
余
裕
が

な
か
っ
た
た
め
、
と
い
う
こ
と
で
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
そ
れ
以
外
の
場
合
を
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
分
け
て
、
状
況
を
示
し
て
み
た
い
。

　
第
七
巻
収
録
の
作
家
は
、
表
題
明
記
＝
山
本
有
三
、
中
ト
ビ
ラ
＝
菊
池
寛
、
目
次
＝
宇
野
浩
二
、

豊
島
与
志
雄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
表
題
の
作
品
名
は
山
本
の
「
ウ
ミ
ヒ
コ
ヤ
マ
ヒ
コ
」
の

み
だ
が
、
実
収
録
は
山
本
＝
「
兄
弟
」「
ウ
ミ
ヒ
コ
ヤ
マ
ヒ
コ
」「
こ
ぶ
」、
菊
池
＝
「
納
豆
合
戦
」

「
三
人
兄
弟
」「
身
投
げ
救
助
業
」、宇
野
＝
「
春
を
告
げ
る
鳥
」「
海
の
夢
山
の
夢
」「
王
様
の
嘆
き
」、

豊
島
＝
「
天
狗
笑
い
」「
天
下
一
の
馬
」
で
あ
り
、
作
品
数
で
も
収
録
作
の
知
名
度
で
も
、
と
く

に
山
本
が
突
出
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。『
路
傍
の
石
』や『
真
実
一
路
』を
再
録
し
な
い
の
は
、

そ
れ
ら
が
古
い
「
成
長
小
説
」
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
、
従
来
な
じ
み
の
薄
い
作
品
を
選
択
し
つ
つ
山
本
の
み
を
表
紙
掲
載
作
家
と
し
た
理
由

は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、「
解
説
」
で
竹
盛
天
雄
は
「
明
治
二
十
年
代
の
初
め

に
生
ま
れ
、（
略
）
大
正
期
の
比
較
的
自
由
で
の
び
の
び
し
た
時
期
に
、
作
家
と
し
て
世
に
出
た

人
た
ち
」
と
四
人
を
総
括
す
る
。
宇
野
以
外
は
「
新
思
潮
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
一
方
、
菊
池
・

宇
野
・
豊
島
は
『
赤
い
鳥
』
に
縁
が
あ
っ
た
作
家
た
ち
で
も
あ
る
。

　
第
一
四
巻
は
、か
つ
て
の
童
話
作
家
の
大
家
三
人
が
そ
ろ
い
踏
み
を
し
た
巻
で
あ
る
。
た
だ
し
、

表
題
は
小
川
未
明
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
の
み
で
あ
る
。
実
収
録
は
小
川
＝
「
赤
い
ろ
う
そ

く
と
人
魚
」「
月
夜
と
眼
鏡
」「
金
の
輪
」「
野
ば
ら
」「
青
空
の
下
の
原
っ
ぱ
」「
雪
く
る
前
の
高

原
の
話
」、
坪
田
＝
「
魔
法
」「
き
つ
ね
と
ぶ
ど
う
」「
正
太
樹
を
め
ぐ
る
」「
善
太
と
汽
車
」「
狐

狩
り
」、浜
田
＝
「
泣
い
た
赤
お
に
」「
あ
る
島
の
き
つ
ね
」「
む
く
鳥
の
ゆ
め
」「
花
び
ら
の
た
び
」

「
り
ゅ
う
の
目
の
な
み
だ
」
と
、
収
録
作
品
数
も
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
の
場
合
は
、
表
題
に
ど
う
し

て
も「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」を
入
れ
る
意
思
が
強
く
働
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
解
説
」

の
紅
野
敏
郎
は
、「
早
稲
田
の
文
学
部
に
関
係
の
深
い
三
人
の
文
学
者
」
と
括
っ
て
い
る
。
ま
た
、

浜
田
は
別
と
し
て
、
未
明
と
譲
治
は
「
児
童
文
学
者
と
い
う
感
じ
は
私
た
ち
に
は
な
く
、
ま
ぎ
れ

も
な
く
近
代
の
文
学
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
強
い
」
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、「
随
筆
」
の
ほ

う
で
は
山
室
静
が
「
児
童
文
学
の
御
三
家
」
と
題
し
て
執
筆
し
て
お
り
、「
解
説
」
と
「
随
筆
」

で
見
解
が
異
な
る
様
を
呈
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、第
一
七
巻
、第
一
九
～
二
二
巻
の
場
合
。
い
ず
れ
も
表
題
作
家
二
人
と
、あ
と
は
「
目

次
」
組
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
各
巻
の
収
録
状
況
を
列
挙
す
る
。

第 

一
七
巻
…
山
本
＝
「
ち
い
さ
こ
べ
」、
尾
崎
＝
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」、
円
地
＝
「
噴
水
（
抄
）」、

中
島
＝
「
山
月
記
」、
木
山
＝
「
尋
三
の
春
」、
永
井
＝
「
黒
い
御
飯
」「
胡
桃
割
り
」「
と
こ
や
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の
い
す
」、
原
＝
「
夏
の
花
」

第 

一
九
巻
…
大
岡
＝
「
母
」「
母
六
夜
」「
焚
火
」「
童
謡
」、
梅
崎
＝
「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
」「
ク
マ
ゼ

ミ
と
タ
マ
ゴ
」、
伊
藤
＝
「
風
」、
中
野
＝
「
お
じ
さ
ん
の
話
」、
佐
多
＝
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場

か
ら
」「
橋
に
か
か
る
夢
」「
水
」

第 

二
〇
巻
…
安
岡
＝
「
宿
題
」「
サ
ア
カ
ス
の
馬
」、
吉
行
＝
「
悪
い
夏
」「
童
謡
」、
遠
藤
＝
「
最

後
の
殉
教
者
」、阿
川
＝
「
鱸
と
お
こ
ぜ
」、小
川
＝
「
人
隠
し
」、北
＝
「
天
井
裏
の
子
供
た
ち
」

第 

二
一
巻
…
水
上
＝
「
秋
末
の
一
日
」「
母
一
夜
」「
雪
三
景
」、曽
野
＝
「
落
葉
の
声
」、辻
＝
「
吝

い
」、
竹
西
＝
「
神
馬
」、
開
高
＝
「
裸
の
王
様
」

第 

二
二
巻
…
井
上
＝
「
汚
点
」、野
坂
＝
「
小
さ
い
潜
水
艦
に
恋
を
し
た
で
か
す
ぎ
る
ク
ジ
ラ
の
話
」

「
凧
に
な
っ
た
お
母
さ
ん
」、
三
浦
＝
「
春
は
夜
汽
車
の
窓
か
ら
」「
初
秋
」「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・

ラ
ウ
ン
ド
」、
村
上
＝
「
貧
乏
な
叔
母
さ
ん
の
話
」、「
踊
る
小
人
」

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
か
な
り
多
様
な
採
録
の
し
か
た
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
七
巻

の
よ
う
に
山
本
周
五
郎
と
中
島
敦
が
一
緒
に
入
る
の
み
な
ら
ず
、
永
井
龍
男
や
原
民
喜
ま
で
収
録

さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
、
一
作
家
一
作
品
の
み
の
収
録
も
目
立
つ
。
第
二
二
巻
で
は
、
村
上
春

樹
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
一
番
新
し
い
作
品
―
―
八
〇
年
代
発
表
の
作
品
―
―
の
収
録

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
括
り
方
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
七
巻
の
場
合
は
、
収
録
作
家
た
ち
の
生
年
が
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
巻
の
場
合
、
解
説
担
当
の
奥
野
健
男
も
作
家
ご
と
に
分
け
て
執
筆
し
て
お
り
、
そ

れ
以
外
に
は
あ
ま
り
共
通
点
が
な
い
。

　
第
一
九
巻
で
は
、
磯
田
光
一
は
、
大
岡
と
梅
崎
を
「
と
も
に
戦
後
の
文
学
の
流
れ
の
な
か
で
、

大
き
な
足
跡
を
の
こ
し
た
作
家
」
と
し
、
伊
藤
・
中
野
・
佐
多
に
つ
い
て
は
「
昭
和
初
年
か
ら
文

学
活
動
を
続
け
て
い
た
」
と
区
分
す
る
。
作
品
発
表
時
期
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
二
グ
ル
ー
プ
を

合
わ
せ
た
巻
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
二
〇
巻
で
は
佐
伯
彰
一
が
六
人
の
名
を
列
挙
し
、「
ま
こ
と
に
多
彩
な
、
文
字
通
り
豪
華
メ

ン
バ
ー
」「
わ
が
国
の
現
代
文
学
を
代
表
す
る
第
一
線
の
作
家
た
ち
」
と
い
い
つ
つ
「
い
ず
れ
も

一
九
二
〇
年
代
の
生
ま
れ
」
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
は
「
個
性
差
を
こ
え
た
共
通
の
時
代
の
匂
い
」

が
あ
る
と
も
い
う
。
第
二
一
巻
で
は
進
藤
純
孝
が
、収
録
作
家
の
生
年
を
わ
ざ
わ
ざ
示
し
た
上
で
、

「
大
正
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
昭
和
ひ
と
け
た
、
そ
れ
も
中
期
ま
で
の
、
十
二
年
の
間
に
生
ま
れ

た
作
家
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、太
平
洋
戦
争
開
戦
時
の
年
齢
を
数
え
て
み
る
よ
う
読
者
を
促
す
。

第
二
二
巻
で
は
や
は
り
、
福
田
宏
年
が
井
上
・
野
坂
・
三
浦
の
三
人
に
つ
い
て
「
い
わ
ゆ
る
昭
和

一
桁
生
ま
れ
の
年
代
に
属
す
」
こ
と
に
触
れ
る
。

　
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
ど
う
や
ら
作
家
の
生
年
が
括
り
方
の
一
つ
の
指
標
に
な
っ
て
い
る
と

は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
「
目
次
」
組
作
家
を
含
む
巻
が
、
現
代
に
近
い
巻
に
多
い
こ
と
に
、
注
目
し
た
い
。

考
え
て
み
れ
ば
明
治
期
の
夏
目
漱
石
や
森
鷗
外
な
ど
は
、
す
で
に
定
着
し
た
評
価
を
得
て
お
り
、

叢
書
構
成
に
際
し
て
も
動
か
し
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も
う
少
し
後
の
作
家
た
ち
に
つ

い
て
言
え
ば
あ
る
程
度
は
融
通
が
利
く
。
そ
し
て
、
八
〇
年
代
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
広
く
概
観
で

き
る
利
点
も
あ
る
―
―
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
作
家
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
戦
前
か
ら
活
動
を
し
て
い
た
作
家
に
つ
い
て
も
、
六
〇
年
代
の
基
準
や
価
値
観
と
は

異
な
る
目
を
持
っ
て
ど
の
作
品
を
採
用
す
る
か
を
改
め
て
選
ぶ
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
短
編
を
主

体
に
収
録
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
は
連
作
の
場
合
に
抄
録
す
る
な
ど
の
措
置
を
取
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
作
家
の
作
品
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
で
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
作
品
群
を
、
ど
の
よ
う
に
巻
構
成
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
の
か
。
そ

れ
は
、
社
会
と
作
家
乃
至
は
作
品
が
、
接
点
を
持
っ
た
時
期
に
よ
る
括
り
―
―
と
い
う
こ
と
に
な

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
同
時
代
の
空
気
を
共
有
す
る
作
品
、
同
時
代
の
社
会
状
況
を

生
き
た
と
い
う
事
実
。
そ
れ
が
、「
作
家
の
人
生
か
ら
学
ぶ
」
姿
勢
を
脱
し
た
文
学
研
究
を
活
か

し
た
、
少
年
少
女
読
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
文
学
」
は
「
社
会
」

の
中
で
、
あ
る
い
は
「
社
会
」
と
関
わ
る
中
で
、
作
品
を
生
み
出
す
。
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ
た

時
、
各
巻
の
収
録
作
品
群
は
仮
に
ゆ
る
い
括
り
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
読
者
に
と
っ
て
一
巻
を
読
み

通
す
体
験
の
後
に
得
る
、
各
作
品
を
超
え
た
新
た
な
文
学
の
「
読
み
」
の
可
能
性
に
つ
な
が
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
そ
れ
は
実
際
に
各
巻
を
手
に
取
り
、
表
題
や
表
紙
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
作
品
群
と
出

会
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
再
度
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
五

　「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
は
、
広
告
一
覧
な
ど
の
表
題
か
ら
見
え
る
叢
書
の
在
り
様
と
、
実

際
の
収
録
作
品
状
況
か
ら
見
え
る
叢
書
の
在
り
様
が
、
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
検
討
し
て
き
た
近
代
文
学
叢
書
と
も
異
な
る
が
、
同
時
に
、
先
に
紹
介
し
た
こ
の
時
期
の
講

談
社
刊
行
の
他
の
関
連
叢
書
と
も
異
な
る
。
た
と
え
ば
「
少
年
少
女
世
界
文
学
館
」
の
収
録
作
品

複層化した近代文学の「規範」 　―講談社「少年少女日本文学館」の企て―

－415－
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花
と
い
っ
た
幻
想
文
学
の
作
家
は
対
象
に
し
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
少
年
少
女
向
け
の
教

養
形
成
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
、
そ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
は
と
く
に
、「
規
範
」
か
ら
外
れ
る
も
の

と
い
う
捉
え
方
が
根
強
く
存
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
各
巻
に
は
、
収
録
作
家
に
関
わ
る
グ
ラ
ビ
ア
、
解
説
、
随
筆
、
略
年
譜
、
収
録
作
品
の
底
本
の

明
記
が
含
ま
れ
る
。
解
説
・
随
筆
の
執
筆
者
は
、
一
覧
に
載
せ
た
。
解
説
は
基
本
的
に
近
代
文
学

研
究
者
や
文
芸
評
論
家
が
担
当
し
て
い
る
が
、
従
来
の
叢
書
と
異
な
り
、
巻
ご
と
に
執
筆
者
が
選

ば
れ
て
お
り
、
後
続
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
で
小
田
切
進
が
、「
潮
騒
」
で
三
好
行
雄
が
二
回

目
の
担
当
を
し
て
い
る
以
外
、
複
数
巻
担
当
者
は
い
な
い
。
随
筆
の
ほ
う
は
、
か
な
り
幅
広
く
作

家
や
詩
人
、
評
論
家
な
ど
が
担
当
し
て
お
り
、
文
体
も
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
な
お
、
各
巻
に
は

八
ペ
ー
ジ
だ
て
の
「
読
書
指
導
の
し
お
り
」
と
い
う
別
刷
が
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
は
日

本
文
学
教
育
連
盟
の
常
任
委
員
が
執
筆
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
体
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
冊

子
で
あ
る
た
め
、
本
体
の
み
に
接
す
る
な
ら
ば
、
国
語
教
育
と
の
関
連
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
、

と
言
っ
て
よ
い
。
作
家
中
心
の
巻
の
割
り
振
り
で
あ
り
つ
つ
も
、
か
つ
て
の
あ
か
ね
書
房
や
偕
成

社
の
作
家
名
明
記
の
叢
書
と
は
異
な
り
、
課
外
の
気
ま
ま
な
読
書
に
向
く
よ
う
な
造
り
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
叢
書
全
体
と
し
て
の
一
貫
し
た
編
集
の
傾
向
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
作
家
た

ち
を
い
か
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
か
と
い
う
点
の
意
識
が
明
確
に
窺
え
る
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
こ
に
、「
表
題
に
は
見
え
て
い
な
い
作
家
」
の
作
品
収
録
も
、関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
そ
れ
ら
の
作
家
た
ち
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
編
集
傾
向
に
話
を
す
す
め
る
こ
と
に
し 

た
い
。

　
　
　
　
　
四

　
全
体
で
三
〇
巻
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
続
の
巻
は
長
編
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
当
面
は
第
二
四

巻
ま
で
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
詩
歌
と
現
代
児
童
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
三
巻
を
除
い
た
計
二
一
巻
で
、
表
題
に
示
さ
れ
た
作
家
は
全
部
で
三
四
人
で
あ
る
。
そ
の
一

方
、
先
の
略
記
で
い
う
な
ら
「
中
ト
ビ
ラ
」
組
は
七
巻
に
わ
た
り
八
人
、「
目
次
」
組
は
六
巻
に

わ
た
り
十
九
人
を
数
え
る
。
つ
ま
り
、
表
紙
を
見
た
だ
け
で
は
収
録
さ
れ
て
い
る
と
は
わ
か
ら
な

い
作
家
が
、
収
録
作
家
全
体
の
四
割
強
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
、三
、四
、五
、九

巻
に
つ
い
て
は
、
中
ト
ビ
ラ
組
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
あ
り
、
表
紙
に
は
全
員
を
記
載
す
る
余
裕
が

な
か
っ
た
た
め
、
と
い
う
こ
と
で
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
そ
れ
以
外
の
場
合
を
三
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
分
け
て
、
状
況
を
示
し
て
み
た
い
。

　
第
七
巻
収
録
の
作
家
は
、
表
題
明
記
＝
山
本
有
三
、
中
ト
ビ
ラ
＝
菊
池
寛
、
目
次
＝
宇
野
浩
二
、

豊
島
与
志
雄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
表
題
の
作
品
名
は
山
本
の
「
ウ
ミ
ヒ
コ
ヤ
マ
ヒ
コ
」
の

み
だ
が
、
実
収
録
は
山
本
＝
「
兄
弟
」「
ウ
ミ
ヒ
コ
ヤ
マ
ヒ
コ
」「
こ
ぶ
」、
菊
池
＝
「
納
豆
合
戦
」

「
三
人
兄
弟
」「
身
投
げ
救
助
業
」、宇
野
＝
「
春
を
告
げ
る
鳥
」「
海
の
夢
山
の
夢
」「
王
様
の
嘆
き
」、

豊
島
＝
「
天
狗
笑
い
」「
天
下
一
の
馬
」
で
あ
り
、
作
品
数
で
も
収
録
作
の
知
名
度
で
も
、
と
く

に
山
本
が
突
出
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。『
路
傍
の
石
』や『
真
実
一
路
』を
再
録
し
な
い
の
は
、

そ
れ
ら
が
古
い
「
成
長
小
説
」
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
、
従
来
な
じ
み
の
薄
い
作
品
を
選
択
し
つ
つ
山
本
の
み
を
表
紙
掲
載
作
家
と
し
た
理
由

は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、「
解
説
」
で
竹
盛
天
雄
は
「
明
治
二
十
年
代
の
初
め

に
生
ま
れ
、（
略
）
大
正
期
の
比
較
的
自
由
で
の
び
の
び
し
た
時
期
に
、
作
家
と
し
て
世
に
出
た

人
た
ち
」
と
四
人
を
総
括
す
る
。
宇
野
以
外
は
「
新
思
潮
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
一
方
、
菊
池
・

宇
野
・
豊
島
は
『
赤
い
鳥
』
に
縁
が
あ
っ
た
作
家
た
ち
で
も
あ
る
。

　
第
一
四
巻
は
、か
つ
て
の
童
話
作
家
の
大
家
三
人
が
そ
ろ
い
踏
み
を
し
た
巻
で
あ
る
。
た
だ
し
、

表
題
は
小
川
未
明
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
の
み
で
あ
る
。
実
収
録
は
小
川
＝
「
赤
い
ろ
う
そ

く
と
人
魚
」「
月
夜
と
眼
鏡
」「
金
の
輪
」「
野
ば
ら
」「
青
空
の
下
の
原
っ
ぱ
」「
雪
く
る
前
の
高

原
の
話
」、
坪
田
＝
「
魔
法
」「
き
つ
ね
と
ぶ
ど
う
」「
正
太
樹
を
め
ぐ
る
」「
善
太
と
汽
車
」「
狐

狩
り
」、浜
田
＝
「
泣
い
た
赤
お
に
」「
あ
る
島
の
き
つ
ね
」「
む
く
鳥
の
ゆ
め
」「
花
び
ら
の
た
び
」

「
り
ゅ
う
の
目
の
な
み
だ
」
と
、
収
録
作
品
数
も
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
の
場
合
は
、
表
題
に
ど
う
し

て
も「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」を
入
れ
る
意
思
が
強
く
働
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
解
説
」

の
紅
野
敏
郎
は
、「
早
稲
田
の
文
学
部
に
関
係
の
深
い
三
人
の
文
学
者
」
と
括
っ
て
い
る
。
ま
た
、

浜
田
は
別
と
し
て
、
未
明
と
譲
治
は
「
児
童
文
学
者
と
い
う
感
じ
は
私
た
ち
に
は
な
く
、
ま
ぎ
れ

も
な
く
近
代
の
文
学
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
強
い
」
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、「
随
筆
」
の
ほ

う
で
は
山
室
静
が
「
児
童
文
学
の
御
三
家
」
と
題
し
て
執
筆
し
て
お
り
、「
解
説
」
と
「
随
筆
」

で
見
解
が
異
な
る
様
を
呈
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、第
一
七
巻
、第
一
九
～
二
二
巻
の
場
合
。
い
ず
れ
も
表
題
作
家
二
人
と
、あ
と
は
「
目

次
」
組
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
各
巻
の
収
録
状
況
を
列
挙
す
る
。

第 

一
七
巻
…
山
本
＝
「
ち
い
さ
こ
べ
」、
尾
崎
＝
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」、
円
地
＝
「
噴
水
（
抄
）」、

中
島
＝
「
山
月
記
」、
木
山
＝
「
尋
三
の
春
」、
永
井
＝
「
黒
い
御
飯
」「
胡
桃
割
り
」「
と
こ
や
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の
い
す
」、
原
＝
「
夏
の
花
」

第 
一
九
巻
…
大
岡
＝
「
母
」「
母
六
夜
」「
焚
火
」「
童
謡
」、
梅
崎
＝
「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
」「
ク
マ
ゼ

ミ
と
タ
マ
ゴ
」、
伊
藤
＝
「
風
」、
中
野
＝
「
お
じ
さ
ん
の
話
」、
佐
多
＝
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場

か
ら
」「
橋
に
か
か
る
夢
」「
水
」

第 

二
〇
巻
…
安
岡
＝
「
宿
題
」「
サ
ア
カ
ス
の
馬
」、
吉
行
＝
「
悪
い
夏
」「
童
謡
」、
遠
藤
＝
「
最

後
の
殉
教
者
」、阿
川
＝
「
鱸
と
お
こ
ぜ
」、小
川
＝
「
人
隠
し
」、北
＝
「
天
井
裏
の
子
供
た
ち
」

第 

二
一
巻
…
水
上
＝
「
秋
末
の
一
日
」「
母
一
夜
」「
雪
三
景
」、曽
野
＝
「
落
葉
の
声
」、辻
＝
「
吝

い
」、
竹
西
＝
「
神
馬
」、
開
高
＝
「
裸
の
王
様
」

第 

二
二
巻
…
井
上
＝
「
汚
点
」、野
坂
＝
「
小
さ
い
潜
水
艦
に
恋
を
し
た
で
か
す
ぎ
る
ク
ジ
ラ
の
話
」

「
凧
に
な
っ
た
お
母
さ
ん
」、
三
浦
＝
「
春
は
夜
汽
車
の
窓
か
ら
」「
初
秋
」「
メ
リ
ー
・
ゴ
ー
・

ラ
ウ
ン
ド
」、
村
上
＝
「
貧
乏
な
叔
母
さ
ん
の
話
」、「
踊
る
小
人
」

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
か
な
り
多
様
な
採
録
の
し
か
た
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
七
巻

の
よ
う
に
山
本
周
五
郎
と
中
島
敦
が
一
緒
に
入
る
の
み
な
ら
ず
、
永
井
龍
男
や
原
民
喜
ま
で
収
録

さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
、
一
作
家
一
作
品
の
み
の
収
録
も
目
立
つ
。
第
二
二
巻
で
は
、
村
上
春

樹
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
一
番
新
し
い
作
品
―
―
八
〇
年
代
発
表
の
作
品
―
―
の
収
録

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
括
り
方
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
七
巻
の
場
合
は
、
収
録
作
家
た
ち
の
生
年
が
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
巻
の
場
合
、
解
説
担
当
の
奥
野
健
男
も
作
家
ご
と
に
分
け
て
執
筆
し
て
お
り
、
そ

れ
以
外
に
は
あ
ま
り
共
通
点
が
な
い
。

　
第
一
九
巻
で
は
、
磯
田
光
一
は
、
大
岡
と
梅
崎
を
「
と
も
に
戦
後
の
文
学
の
流
れ
の
な
か
で
、

大
き
な
足
跡
を
の
こ
し
た
作
家
」
と
し
、
伊
藤
・
中
野
・
佐
多
に
つ
い
て
は
「
昭
和
初
年
か
ら
文

学
活
動
を
続
け
て
い
た
」
と
区
分
す
る
。
作
品
発
表
時
期
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
二
グ
ル
ー
プ
を

合
わ
せ
た
巻
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
二
〇
巻
で
は
佐
伯
彰
一
が
六
人
の
名
を
列
挙
し
、「
ま
こ
と
に
多
彩
な
、
文
字
通
り
豪
華
メ

ン
バ
ー
」「
わ
が
国
の
現
代
文
学
を
代
表
す
る
第
一
線
の
作
家
た
ち
」
と
い
い
つ
つ
「
い
ず
れ
も

一
九
二
〇
年
代
の
生
ま
れ
」
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
に
は
「
個
性
差
を
こ
え
た
共
通
の
時
代
の
匂
い
」

が
あ
る
と
も
い
う
。
第
二
一
巻
で
は
進
藤
純
孝
が
、収
録
作
家
の
生
年
を
わ
ざ
わ
ざ
示
し
た
上
で
、

「
大
正
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
昭
和
ひ
と
け
た
、
そ
れ
も
中
期
ま
で
の
、
十
二
年
の
間
に
生
ま
れ

た
作
家
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、太
平
洋
戦
争
開
戦
時
の
年
齢
を
数
え
て
み
る
よ
う
読
者
を
促
す
。

第
二
二
巻
で
は
や
は
り
、
福
田
宏
年
が
井
上
・
野
坂
・
三
浦
の
三
人
に
つ
い
て
「
い
わ
ゆ
る
昭
和

一
桁
生
ま
れ
の
年
代
に
属
す
」
こ
と
に
触
れ
る
。

　
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
ど
う
や
ら
作
家
の
生
年
が
括
り
方
の
一
つ
の
指
標
に
な
っ
て
い
る
と

は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
「
目
次
」
組
作
家
を
含
む
巻
が
、
現
代
に
近
い
巻
に
多
い
こ
と
に
、
注
目
し
た
い
。

考
え
て
み
れ
ば
明
治
期
の
夏
目
漱
石
や
森
鷗
外
な
ど
は
、
す
で
に
定
着
し
た
評
価
を
得
て
お
り
、

叢
書
構
成
に
際
し
て
も
動
か
し
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も
う
少
し
後
の
作
家
た
ち
に
つ

い
て
言
え
ば
あ
る
程
度
は
融
通
が
利
く
。
そ
し
て
、
八
〇
年
代
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
広
く
概
観
で

き
る
利
点
も
あ
る
―
―
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
作
家
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
戦
前
か
ら
活
動
を
し
て
い
た
作
家
に
つ
い
て
も
、
六
〇
年
代
の
基
準
や
価
値
観
と
は

異
な
る
目
を
持
っ
て
ど
の
作
品
を
採
用
す
る
か
を
改
め
て
選
ぶ
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
短
編
を
主

体
に
収
録
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
は
連
作
の
場
合
に
抄
録
す
る
な
ど
の
措
置
を
取
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
作
家
の
作
品
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
で
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
作
品
群
を
、
ど
の
よ
う
に
巻
構
成
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
の
か
。
そ

れ
は
、
社
会
と
作
家
乃
至
は
作
品
が
、
接
点
を
持
っ
た
時
期
に
よ
る
括
り
―
―
と
い
う
こ
と
に
な

る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
同
時
代
の
空
気
を
共
有
す
る
作
品
、
同
時
代
の
社
会
状
況
を

生
き
た
と
い
う
事
実
。
そ
れ
が
、「
作
家
の
人
生
か
ら
学
ぶ
」
姿
勢
を
脱
し
た
文
学
研
究
を
活
か

し
た
、
少
年
少
女
読
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
文
学
」
は
「
社
会
」

の
中
で
、
あ
る
い
は
「
社
会
」
と
関
わ
る
中
で
、
作
品
を
生
み
出
す
。
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ
た

時
、
各
巻
の
収
録
作
品
群
は
仮
に
ゆ
る
い
括
り
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
読
者
に
と
っ
て
一
巻
を
読
み

通
す
体
験
の
後
に
得
る
、
各
作
品
を
超
え
た
新
た
な
文
学
の
「
読
み
」
の
可
能
性
に
つ
な
が
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
そ
れ
は
実
際
に
各
巻
を
手
に
取
り
、
表
題
や
表
紙
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
作
品
群
と
出

会
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
再
度
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
五

　「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
は
、
広
告
一
覧
な
ど
の
表
題
か
ら
見
え
る
叢
書
の
在
り
様
と
、
実

際
の
収
録
作
品
状
況
か
ら
見
え
る
叢
書
の
在
り
様
が
、
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
検
討
し
て
き
た
近
代
文
学
叢
書
と
も
異
な
る
が
、
同
時
に
、
先
に
紹
介
し
た
こ
の
時
期
の
講

談
社
刊
行
の
他
の
関
連
叢
書
と
も
異
な
る
。
た
と
え
ば
「
少
年
少
女
世
界
文
学
館
」
の
収
録
作
品

複層化した近代文学の「規範」 　―講談社「少年少女日本文学館」の企て―
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は
基
本
的
に
、
長
編
が
多
い
。
短
編
で
あ
っ
て
も
た
と
え
ば
ド
イ
ル
、
ポ
ー
な
ど
、
そ
の
作
家
の

表
題
以
外
の
他
の
作
品
群
で
あ
る
。「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
や
「
少
年
少
女
伝
記
文
学
館
」

の
場
合
は
、
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
ろ
う
、
表
題
か
ら
逸
れ
る
収
録
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
と
な
る
と
や
は
り
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
の
特
異
さ
が
目
立
つ
。

　
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
、
出
版
上
の
制
約
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
版
元
と
し
て
は
、
表
題
に
は
知
名

度
の
高
い
作
家
乃
至
は
作
品
が
明
示
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
。
あ
る
い
は
、
知
名
度
は
高
く
な
く
と

も
、
対
象
読
者
の
関
心
を
喚
起
し
う
る
よ
う
な
魅
力
的
な
題
名
が
ほ
し
い
。
他
方
で
、
従
来
に

な
い
新
鮮
さ
は
醸
し
出
し
た
い
も
の
の
、
多
く
の
情
報
を
盛
り
込
み
す
ぎ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

…
…
と
い
っ
た
要
望
が
出
た
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
、

一
覧
に
示
す
よ
う
な
表
題
が
確
定
し
、
そ
の
一
方
で
、「
中
ト
ビ
ラ
」
組
や
「
目
次
」
組
の
作
家

た
ち
や
そ
の
作
品
群
が
埋
め
込
ま
れ
た
。
つ
ま
り
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
は
、
二
つ
の
貌

を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
表
題
か
ら
見
え
る
の
は
、
多
少
の
現
代
文
学
の
作
家
た
ち
も
入
っ
て

き
た
も
の
の
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
除
け
ば
せ
い
ぜ
い
三
十
数
人
程
度
の
作
家
の
作
品
が
収
録
さ
れ

た
叢
書
。
た
だ
し
、
実
際
に
繙
け
ば
、
総
勢
六
十
数
人
の
作
家
た
ち
の
、
極
め
て
多
様
な
作
品
が
、

時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
叢
書
。
表
か
ら
見
れ
ば
井
上
ひ
さ
し
と
三
浦
哲

郎
の
短
編
、
と
こ
ろ
が
そ
の
実
、
野
坂
昭
如
の
『
戦
争
童
話
集
』
収
録
作
と
村
上
春
樹
の
初
期
短

編
が
含
ま
れ
て
い
る
…
…
と
い
っ
た
具
合
に
。

　
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
否
応
の
な
い
「
規
範
」
の
複
層
化
で
あ
る
。
世
間
一
般
に
通
用
す
る
よ
う

な
定
着
し
た
「
規
範
」
―
―
「
現
代
文
学
」
の
多
様
な
成
果
に
目
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ

後
続
六
巻
で
補
わ
れ
た
よ
う
な
か
つ
て
の
「
定
番
」
長
編
に
安
定
感
を
抱
く
よ
う
な
―
―
が
、
表

題
レ
ベ
ル
で
ま
ぎ
れ
も
な
く
存
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
側
に
、
第
二
次
大
戦
後
四
十
年
、
近
代

文
学
・
現
代
文
学
が
何
を
経
て
き
た
か
を
も
と
に
し
た
「
規
範
」
の
一
つ
―
―
そ
こ
に
は
小
田
切

進
と
い
う
研
究
者
に
よ
る
個
性
が
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
―
―
が
、
そ
こ
か
ら
思
考
や
議
論
が
始

ま
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
隠
れ
て
い
る
。

　
先
述
の
よ
う
に
、こ
の
叢
書
は
二
〇
〇
九
年
に
、「
２
１
世
紀
版
」
を
頭
に
冠
し
て
再
編
集
さ
れ
、

現
在
も
流
通
し
て
い
る
。
そ
の
際
、後
続
六
巻
以
外
に
、詩
歌
と
現
代
児
童
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

あ
わ
せ
て
三
巻
、
そ
し
て
第
七
巻
が
落
と
さ
れ
、
全
二
〇
巻
に
縮
小
さ
れ
た
。（
若
干
の
巻
で
は

作
品
が
一
部
落
と
さ
れ
た
り
注
が
削
ら
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
ペ
ー
ジ
調
整
の
関
係
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。）
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
三
巻
は
、
改
め
て
の
著
作
権
処
理
等
の
問
題
が
壁
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
キ
リ
の
い
い
数
字
に
す
る
た
め
に
、第
七
巻
は
削
ら
れ
た
の
か
と
推
測
す
る
。
だ
が
、

新
た
に
企
画
を
た
て
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
再
編
集
・
再
刊
は
、
講
談
社
の

叢
書
の
常
と
言
っ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
新
し
く
日
本
の
近
代
文
学
・
現
代
文
学

を
「
規
範
」
化
す
る
機
会
を
失
っ
た
と
も
み
な
せ
る
。

　
二
十
一
世
紀
も
五
分
の
一
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
中
で
、
過
去
の
こ
う
し
た
「
規
範
」
化
の
試
み

を
再
検
証
す
る
こ
と
が
、「
文
学
」
の
現
在
を
認
識
し
直
す
契
機
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※ 

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
戦
後
児
童
文
学
に
み
る
「
文
学
」
の
体
系

化
と
規
範
化
―
―
少
年
少
女
向
け
叢
書
を
中
心
に
」（
課
題
番
号
１
６
Ｋ
０
２
３
９
８
、
平
成

２
８
年
度
～
３
１
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

本
稿
の
骨
子
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
三
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
日
本
児
童
文
学
学
会
第

五
八
回
研
究
大
会
（
於
・
白
百
合
女
子
大
学
）
の
席
上
に
お
け
る
研
究
発
表
「
複
層
化
し
た
近

代
文
学
の「
規
範
」―
―
講
談
社「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」の
企
て
―
―
」の
中
で
発
表
し
た
。
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複層化した近代文学の「規範」 　―講談社「少年少女日本文学館」の企て―

下線は中トビラに名前あり、カッコは作品収録のみ 21 世紀
版の巻

巻 配
本 刊行日 表　題 著　者 解説 随筆

1 15 1986.12.14 たけくらべ・山椒大夫 樋口一葉・森鷗外・小泉八雲 前田愛 杉本苑子 1
2 1 1985.10.18 坊っちゃん 夏目漱石 江藤淳 三木卓 2
3 16 1987. 1.14 ふるさと・野菊の墓 島崎藤村・国木田独歩・伊藤左千夫 猪野謙二 黒井千次 3
4 17 1987. 2.14 小さな王国・海神丸 谷崎潤一郎・鈴木三重吉・野上弥生子 瀬沼茂樹 河野多恵子 4
5 13 1986.10.18 小僧の神様・一房の葡萄 志賀直哉・武者小路実篤・有島武郎 巌谷大四 後藤明生 5
6 3 1985.12.18 トロッコ・鼻 芥川龍之介 三好行雄 井上靖 6
7 21 1987. 6.15 ウミヒコヤマヒコ 山本有三・菊池寛・（宇野浩二）・（豊

島与志雄）
竹盛天雄 高井有一

8 24 1987. 9.21 明治・大正・昭和詩歌選 大岡信　編 浅井清 山本健吉
9 12 1986. 9.25 幼年時代・風立ちぬ 室生犀星・佐藤春夫・堀辰雄 久保忠夫 萩原葉子 7
10 2 1985.11.27 銀河鉄道の夜 宮沢賢治 中村稔 矢川澄子 8
11 8 1986. 5.22 伊豆の踊子・泣虫小僧 川端康成・林芙美子 小田切進 吉行淳之介 9
12 10 1986. 7.18 走れメロス・山椒魚 太宰治・井伏鱒二 磯貝英夫 小沼丹 10
13 6 1986. 3.18 二十四の瞳 壺井栄 久保田正文 竹西寛子 11
14 11 1986. 8.20 赤いろうそくと人魚 小川未明・坪田譲治・浜田広介 紅野敏郎 山室静 12

15 7 1986. 4.18 ごんぎつね・夕鶴 新美南吉・木下順二 中島国彦 宗左近 13
16 4 1986. 1.27 ビルマの竪琴 竹山道雄 保昌正夫 西尾幹二 14
17 14 1986.11.14 ちいさこべ・山月記 山本周五郎・（尾崎一雄）・（円地文子）・

中島敦・（木山捷平）・（永井龍男）・（原
民喜）

奥野健男 尾崎秀樹 15

18 5 1986. 2.27 しろばんば 井上靖 高橋英夫 清岡卓行 16
19 9 1986. 6.20 母六夜・おじさんの話 大岡昇平・（梅崎春生）・（伊藤整）・

中野重治・（佐多稲子）
磯田光一 中野孝次 17

20 19 1987. 4.18 サアカスの馬・童謡 安岡章太郎・吉行淳之介・（遠藤周作）・
（阿川弘之）・（小川国夫）・（北杜夫）

佐伯彰一 なだいなだ 18

21 18 1987. 3.15 雪三景・裸の王様 水上勉・（曽野綾子）・（辻邦生）・（竹
西寛子）・開高健

進藤純孝 大岡信 19

22 20 1987. 5.23 汚点・春は夜汽車の窓から 井上ひさし・（野坂昭如）・三浦哲郎・
（村上春樹）

福田宏年 野口武彦 20

23 22 1987. 7.19 現代児童文学傑作選１ 安藤美紀夫・椋鳩十・松谷みよ子・
古田足日　＊１

砂田弘 宮川ひろ

24 23 1987. 8.18 現代児童文学傑作選２ 与田凖一・佐藤さとる・筒井敬介・
神沢利子　＊２

滑川道夫 山下明生

25 25 1987.12. 5 次郎物語　第１部 下村湖人 浜野卓也 三木卓

26 26 1988. 1.20 潮騒 三島由紀夫 三好行雄 村松英子
27 27 1988. 2.22 吾輩は猫である　上 夏目漱石 　―― 　――
28 28 1988. 3.21 吾 輩は猫である　下 夏目漱石 小田切進 井上靖
29 29 1988. 4.20 強力伝・高安犬物語 新田次郎・戸川幸夫・田辺聖子 小松伸六 伊藤桂一
30 30 1988. 5.23 ノンフィクション名作選 向田邦子・灰谷健次郎・河合雅雄・

植村直己　＊３
井出孫六 沢木耕太郎

少年少女日本文学館（講談社）    ２４巻→３０巻、　２１世紀版（２００９年刊）＝２０巻

編集企画＝ 井上靖／小田切進、編集協力＝日本近代文学館　なお２３・２４巻の選者は佐藤さとる・古田足日、
３０巻は井出孫六

＊１　他に岡本良雄・後藤竜二・岩崎京子・斎藤隆介・今西祐行・さねとうあきら・大石真
＊２　他に今江祥智・寺村輝夫・いぬいとみこ・あまんきみこ・小沢正・立原えりか・平塚武二・安房直子・長崎源之助
＊３　他に梅棹エリオ・椎名誠・黒柳徹子・小泉文夫・日高敏隆・澤地久枝

「21 世紀版少年少女日本文学館」は、2009 年２月 23 日、２月 26 日、３月 19 日、４月１日に５巻ずつ刊行

－413－
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は
基
本
的
に
、
長
編
が
多
い
。
短
編
で
あ
っ
て
も
た
と
え
ば
ド
イ
ル
、
ポ
ー
な
ど
、
そ
の
作
家
の

表
題
以
外
の
他
の
作
品
群
で
あ
る
。「
少
年
少
女
古
典
文
学
館
」
や
「
少
年
少
女
伝
記
文
学
館
」

の
場
合
は
、
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
ろ
う
、
表
題
か
ら
逸
れ
る
収
録
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
と
な
る
と
や
は
り
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
の
特
異
さ
が
目
立
つ
。

　
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
、
出
版
上
の
制
約
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
版
元
と
し
て
は
、
表
題
に
は
知
名

度
の
高
い
作
家
乃
至
は
作
品
が
明
示
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
。
あ
る
い
は
、
知
名
度
は
高
く
な
く
と

も
、
対
象
読
者
の
関
心
を
喚
起
し
う
る
よ
う
な
魅
力
的
な
題
名
が
ほ
し
い
。
他
方
で
、
従
来
に

な
い
新
鮮
さ
は
醸
し
出
し
た
い
も
の
の
、
多
く
の
情
報
を
盛
り
込
み
す
ぎ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

…
…
と
い
っ
た
要
望
が
出
た
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
、

一
覧
に
示
す
よ
う
な
表
題
が
確
定
し
、
そ
の
一
方
で
、「
中
ト
ビ
ラ
」
組
や
「
目
次
」
組
の
作
家

た
ち
や
そ
の
作
品
群
が
埋
め
込
ま
れ
た
。
つ
ま
り
、「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」
は
、
二
つ
の
貌

を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
表
題
か
ら
見
え
る
の
は
、
多
少
の
現
代
文
学
の
作
家
た
ち
も
入
っ
て

き
た
も
の
の
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
除
け
ば
せ
い
ぜ
い
三
十
数
人
程
度
の
作
家
の
作
品
が
収
録
さ
れ

た
叢
書
。
た
だ
し
、
実
際
に
繙
け
ば
、
総
勢
六
十
数
人
の
作
家
た
ち
の
、
極
め
て
多
様
な
作
品
が
、

時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
た
叢
書
。
表
か
ら
見
れ
ば
井
上
ひ
さ
し
と
三
浦
哲

郎
の
短
編
、
と
こ
ろ
が
そ
の
実
、
野
坂
昭
如
の
『
戦
争
童
話
集
』
収
録
作
と
村
上
春
樹
の
初
期
短

編
が
含
ま
れ
て
い
る
…
…
と
い
っ
た
具
合
に
。

　
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
否
応
の
な
い
「
規
範
」
の
複
層
化
で
あ
る
。
世
間
一
般
に
通
用
す
る
よ
う

な
定
着
し
た
「
規
範
」
―
―
「
現
代
文
学
」
の
多
様
な
成
果
に
目
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ

後
続
六
巻
で
補
わ
れ
た
よ
う
な
か
つ
て
の
「
定
番
」
長
編
に
安
定
感
を
抱
く
よ
う
な
―
―
が
、
表

題
レ
ベ
ル
で
ま
ぎ
れ
も
な
く
存
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
側
に
、
第
二
次
大
戦
後
四
十
年
、
近
代

文
学
・
現
代
文
学
が
何
を
経
て
き
た
か
を
も
と
に
し
た
「
規
範
」
の
一
つ
―
―
そ
こ
に
は
小
田
切

進
と
い
う
研
究
者
に
よ
る
個
性
が
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
―
―
が
、
そ
こ
か
ら
思
考
や
議
論
が
始

ま
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
隠
れ
て
い
る
。

　
先
述
の
よ
う
に
、こ
の
叢
書
は
二
〇
〇
九
年
に
、「
２
１
世
紀
版
」
を
頭
に
冠
し
て
再
編
集
さ
れ
、

現
在
も
流
通
し
て
い
る
。
そ
の
際
、後
続
六
巻
以
外
に
、詩
歌
と
現
代
児
童
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

あ
わ
せ
て
三
巻
、
そ
し
て
第
七
巻
が
落
と
さ
れ
、
全
二
〇
巻
に
縮
小
さ
れ
た
。（
若
干
の
巻
で
は

作
品
が
一
部
落
と
さ
れ
た
り
注
が
削
ら
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
ペ
ー
ジ
調
整
の
関
係
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。）
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
三
巻
は
、
改
め
て
の
著
作
権
処
理
等
の
問
題
が
壁
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
キ
リ
の
い
い
数
字
に
す
る
た
め
に
、第
七
巻
は
削
ら
れ
た
の
か
と
推
測
す
る
。
だ
が
、

新
た
に
企
画
を
た
て
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
再
編
集
・
再
刊
は
、
講
談
社
の

叢
書
の
常
と
言
っ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
新
し
く
日
本
の
近
代
文
学
・
現
代
文
学

を
「
規
範
」
化
す
る
機
会
を
失
っ
た
と
も
み
な
せ
る
。

　
二
十
一
世
紀
も
五
分
の
一
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
中
で
、
過
去
の
こ
う
し
た
「
規
範
」
化
の
試
み

を
再
検
証
す
る
こ
と
が
、「
文
学
」
の
現
在
を
認
識
し
直
す
契
機
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※ 

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
戦
後
児
童
文
学
に
み
る
「
文
学
」
の
体
系

化
と
規
範
化
―
―
少
年
少
女
向
け
叢
書
を
中
心
に
」（
課
題
番
号
１
６
Ｋ
０
２
３
９
８
、
平
成

２
８
年
度
～
３
１
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

本
稿
の
骨
子
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
三
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
日
本
児
童
文
学
学
会
第

五
八
回
研
究
大
会
（
於
・
白
百
合
女
子
大
学
）
の
席
上
に
お
け
る
研
究
発
表
「
複
層
化
し
た
近

代
文
学
の「
規
範
」―
―
講
談
社「
少
年
少
女
日
本
文
学
館
」の
企
て
―
―
」の
中
で
発
表
し
た
。
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下線は中トビラに名前あり、カッコは作品収録のみ 21 世紀
版の巻

巻 配
本 刊行日 表　題 著　者 解説 随筆

1 15 1986.12.14 たけくらべ・山椒大夫 樋口一葉・森鷗外・小泉八雲 前田愛 杉本苑子 1
2 1 1985.10.18 坊っちゃん 夏目漱石 江藤淳 三木卓 2
3 16 1987. 1.14 ふるさと・野菊の墓 島崎藤村・国木田独歩・伊藤左千夫 猪野謙二 黒井千次 3
4 17 1987. 2.14 小さな王国・海神丸 谷崎潤一郎・鈴木三重吉・野上弥生子 瀬沼茂樹 河野多恵子 4
5 13 1986.10.18 小僧の神様・一房の葡萄 志賀直哉・武者小路実篤・有島武郎 巌谷大四 後藤明生 5
6 3 1985.12.18 トロッコ・鼻 芥川龍之介 三好行雄 井上靖 6
7 21 1987. 6.15 ウミヒコヤマヒコ 山本有三・菊池寛・（宇野浩二）・（豊

島与志雄）
竹盛天雄 高井有一

8 24 1987. 9.21 明治・大正・昭和詩歌選 大岡信　編 浅井清 山本健吉
9 12 1986. 9.25 幼年時代・風立ちぬ 室生犀星・佐藤春夫・堀辰雄 久保忠夫 萩原葉子 7
10 2 1985.11.27 銀河鉄道の夜 宮沢賢治 中村稔 矢川澄子 8
11 8 1986. 5.22 伊豆の踊子・泣虫小僧 川端康成・林芙美子 小田切進 吉行淳之介 9
12 10 1986. 7.18 走れメロス・山椒魚 太宰治・井伏鱒二 磯貝英夫 小沼丹 10
13 6 1986. 3.18 二十四の瞳 壺井栄 久保田正文 竹西寛子 11
14 11 1986. 8.20 赤いろうそくと人魚 小川未明・坪田譲治・浜田広介 紅野敏郎 山室静 12

15 7 1986. 4.18 ごんぎつね・夕鶴 新美南吉・木下順二 中島国彦 宗左近 13
16 4 1986. 1.27 ビルマの竪琴 竹山道雄 保昌正夫 西尾幹二 14
17 14 1986.11.14 ちいさこべ・山月記 山本周五郎・（尾崎一雄）・（円地文子）・

中島敦・（木山捷平）・（永井龍男）・（原
民喜）

奥野健男 尾崎秀樹 15

18 5 1986. 2.27 しろばんば 井上靖 高橋英夫 清岡卓行 16
19 9 1986. 6.20 母六夜・おじさんの話 大岡昇平・（梅崎春生）・（伊藤整）・

中野重治・（佐多稲子）
磯田光一 中野孝次 17

20 19 1987. 4.18 サアカスの馬・童謡 安岡章太郎・吉行淳之介・（遠藤周作）・
（阿川弘之）・（小川国夫）・（北杜夫）

佐伯彰一 なだいなだ 18

21 18 1987. 3.15 雪三景・裸の王様 水上勉・（曽野綾子）・（辻邦生）・（竹
西寛子）・開高健

進藤純孝 大岡信 19

22 20 1987. 5.23 汚点・春は夜汽車の窓から 井上ひさし・（野坂昭如）・三浦哲郎・
（村上春樹）

福田宏年 野口武彦 20

23 22 1987. 7.19 現代児童文学傑作選１ 安藤美紀夫・椋鳩十・松谷みよ子・
古田足日　＊１

砂田弘 宮川ひろ

24 23 1987. 8.18 現代児童文学傑作選２ 与田凖一・佐藤さとる・筒井敬介・
神沢利子　＊２

滑川道夫 山下明生

25 25 1987.12. 5 次郎物語　第１部 下村湖人 浜野卓也 三木卓

26 26 1988. 1.20 潮騒 三島由紀夫 三好行雄 村松英子
27 27 1988. 2.22 吾輩は猫である　上 夏目漱石 　―― 　――
28 28 1988. 3.21 吾 輩は猫である　下 夏目漱石 小田切進 井上靖
29 29 1988. 4.20 強力伝・高安犬物語 新田次郎・戸川幸夫・田辺聖子 小松伸六 伊藤桂一
30 30 1988. 5.23 ノンフィクション名作選 向田邦子・灰谷健次郎・河合雅雄・

植村直己　＊３
井出孫六 沢木耕太郎

少年少女日本文学館（講談社）    ２４巻→３０巻、　２１世紀版（２００９年刊）＝２０巻

編集企画＝ 井上靖／小田切進、編集協力＝日本近代文学館　なお２３・２４巻の選者は佐藤さとる・古田足日、
３０巻は井出孫六

＊１　他に岡本良雄・後藤竜二・岩崎京子・斎藤隆介・今西祐行・さねとうあきら・大石真
＊２　他に今江祥智・寺村輝夫・いぬいとみこ・あまんきみこ・小沢正・立原えりか・平塚武二・安房直子・長崎源之助
＊３　他に梅棹エリオ・椎名誠・黒柳徹子・小泉文夫・日高敏隆・澤地久枝

「21 世紀版少年少女日本文学館」は、2009 年２月 23 日、２月 26 日、３月 19 日、４月１日に５巻ずつ刊行
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